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１．医療経営統計
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２．医療の質の改善
（２）基礎情報
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（３）医療指標　2013 年　測定値 
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３．退院患者統計
（１）年代別・性別患者数 

（２）診療科別患者数および構成比率、平均年齢、在院日数の平均
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（３）疾病分類（中間分類）別患者数
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（４）ＤＰＣ対象患者の診療科別・入院期間別退院割合、１日あたり医療費 （５）ＤＰＣ６桁別件数上位 50 傷病名
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（６）退院患者の主な手術（診療科別、手術室で実施した区分番号Ｋ○○に該当する行為）
　※ 2013 年１月～ 12 月退院患者が入院期間中に施行された輸血を除く手術、産婦人科は分娩室での手技を含む
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（７）退院患者の主な処置（手術室以外で実施した区分番号 K ○○に該当する行為）
　※ 2013 年１月～ 12 月退院患者が入院期間中に施行されたもので輸血を除く
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（８）死因統計
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４．外来患者統計
（１）傷病別患者数および平均年齢



− 122 −

埼玉協同病院　年報　2013 年　VOL.26（通巻第 28 号）

− 123 −

Ⅲ．医療経営統計

（２）死因中間分類別件数（外来死亡、在宅死亡）および死亡時年齢 ５．紹介患者統計
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７．がん登録統計６．救急患者統計
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８．病理年報
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埼玉協同病院　細菌検査室
集計期間	 2013 年１月～ 12月	 	 	 	 	 	 	 	

　外来入院別に、同一患者、同一検査材料、同一菌種の場合、１回として集計。		 	 	 	
　S. aureus とMRSAは分けて表示した。
　CNSで菌量が少なく優位菌と思われないものについては検査していない。

集計項目
　１．薬剤感受性統計リスト外来・入院別（グラム陽性球菌、グラム陰性桿菌）
　２．材料別分離菌検出状況外来・入院別（呼吸器、消化器、泌尿生殖器、血液・穿刺液、その他）	
　３．抗酸菌分離状況	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	
薬剤について
　2007 年 11 月１日より自動分析装置マイクロスキャンWalkAway96SI にて検査を実施。
　これにより感受性検査法はディスク法から同定感受性一体型パネルにて微量液体希釈法に変更。
　菌種ごとの同定・薬剤パネルは固定。
　判定基準は、CLSI2009 年版M100-S19 を採用。
　10年途中よりグラム陽性球菌と非発酵性グラム陰性桿菌のパネルの変更を実施。
　12年途中よりHaemophilus 属の感受性薬剤の一部変更を実施。
　菌種および検査材料により、MIC値でＳ、Ｉ、Ｒの判定がでないものもある。
　グラム陽性球菌（外来）のCNSで１件、グラム陽性球菌（入院）の E. faecalis で１件、外注先にて検査
実施分含む。

９．2013年細菌薬剤感受性検査統計・分離菌検出状況
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（１）薬剤感受性統計リスト
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（２）材料別分離菌検出状況
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（３）抗酸菌分離状況

10．薬剤科・副作用報告
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